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陸上貨物運送業


交通事故による死亡災害多発
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平成26年に発生した陸上貨物運送業での死亡災害
	№
	災害発生
	被災者概要
	災　害　の　概　要

	
	月　時
	事業場規模
	

	1
	1月
	男５０代
	荷物の配達作業中、道路にトラックを止め、運転席から降りたところ、トラックが不意に動き出し、これに轢かれて被災した。

	
	19時
	10～29人
	

	2
	3月
	男４０代
	荷を積み走行中、ゆるやかなカーブの道路で被災者が運転する大型トラックが対向車線の歩道の縁石に乗り上げて横転し街路樹に衝突、被災者は頭を強く打って1時間後に死亡した。

	
	10時
	10～29人
	

	3
	6月
	男４０代
	コンビニエンスストア前の側道に貨物自動車を停車させて店内で買い物をしていた被災者は、貨物自動車が動いていることに気づいたため、あわてて車の前に回り込んだところ、電柱と貨物自動車に体を挟まれ、死亡した。

	
	6時
	30～49人
	

	4
	8月
	男７０代
	富山県高岡市に１０ｔダンプトラックを陸送するため、当該１０ｔダンプトラックを運転し国道８号線を北進していたところ、交差点において北側の中央分離帯に正面から乗り上げ、水銀灯に衝突した。

	
	3時
	1～9人
	

	5
	8月
	男５０代
	片側１車線の緩やかなカーブの国道で、大型トレーラーと、大型トラックが正面衝突し、大型トレーラーの運転手が全身を強く打ち、まもなく死亡。大型トラックの運転手は手に軽傷を負った。

	
	2時
	30～49人
	

	6
	10月
	男４０代
	高速道路を４トントラックで走行中、バス停に停車中の大型トラックに追突した。

	
	5時
	50～99人
	


ここ１０年で


最大件数に！！





京都労働局・各労働基準監督署　２６．１１．２５





平成25年は１件であった陸上貨物運送業の死亡災害が、今年は6件と多発、また、そのほとんどが交通事故によるものです。


「交通労働災害防止のためのガイドライン」では、


交通労働災害防止のための管理体制の確立


適正な労働時間の管理、適正な走行計画の作成と走行管理


点呼の実施とその結果への対応


雇入れ時及び日常教育の実施


交通労働災害防止に対する意識の高揚


健康診断等の健康管理


異常気象などへの対応及び自動車の点検


等の実施により、交通労働災害の防止を図っているところです。


　今後、年末・年始に向けて何かと慌ただしく、さらに、寒冷や降雪等の季節的条件も加わり労働災害の増加が懸念されるところから、労働者に自動車等の運転を行わせる事業者は、ガイドラインを指針として、より一層の労働災害防止対策をお願いします。











